
＊31　 食品中の遊離Ｌグルタミン酸含有量について

(続報)

味の素KK 前田 損汁

江口　貞也

佐々木 裕

１　日常食用に供される状態において，その食品の呈

味性と遊離L グルタミン酸含有量と糾 謝 なる関係にあ

るかを探求するため，我々は魚介類,肉類,疏菜類,茸類，

だし類，など53 種の食品について微生物定量法により

遊離Ｌグルタミン酸含量を測定し，トマト，アカガイ，

アサI), カキ，イカ，茸類，スルA  , ダシコブ等には遊

離Ｌグルタミン酸が多いことを1957 年10 月 の家政学会

にて発表し，家政学雑誌Vol.  9 No. 4･(1958)に報告し

た。その後食品の呈味性と遊離Ｌ グルタミン酸含有量と

の関係を更に探求するため，魚介類，疏菜類，茸類，肉

類など59種を選び遊離L グルタミン酸含量を測定したと

ころ一応の成果を得たので続報とした。

２　前報にて報告した方法と同一の試料調製及び微生

物定量法により59 種の食品中の遊離L グルタミン酸を

測定した。

８　魚介類，疏菜類，茸類，肉類，など59 種の食品

について遊離Ｌ グルタミン酸含量を測定した結果，これ

ら食品中前報同様，茸類には遊離Ｌグルタミン酸が多い

ことを確認した。


